
■ 同じ重さの玉がいくつかと器があります。次の①～④の場合における、それぞれの重さを考えましょう。

①

310g 660g

A B

が1つ分の重さ

AとBのちがい

g→

→ g

＋

→

→

が3つ分の重さ

器の重さ

g

g

Aの重さ

→ 310g

②

285g 480g

A B

が1つ分の重さ

AとBのちがい

g→

→ g

＋

→

→

が2つ分の重さ

器の重さ

g

g

Aの重さ

→ 285g

③

305g 525g

A B

が1つ分の重さ

AとBのちがい

g→

→ g

＋

→

→

が3つ分の重さ

器の重さ

g

g

Aの重さ

→ 305g

④

310g 390g

A B

が1つ分の重さ

AとBのちがい

g→

→ g

＋

→

→

が5つ分の重さ

器の重さ

g

g

Aの重さ

→ 310g
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■ 同じ重さの玉がいくつかと器があります。次の①～④の場合における、それぞれの重さを考えましょう。

①

310g 660g

A B

が1つ分の重さ

AとBのちがい

g→

→ g

＋

→

→

が3つ分の重さ

器の重さ

g

g

Aの重さ

→ 310g

350

70

210

100

②

285g 480g

A B

が1つ分の重さ

AとBのちがい

g→

→ g

＋

→

→

が2つ分の重さ

器の重さ

g

g

Aの重さ

→ 285g

195

65

130

155

③

305g 525g

A B

が1つ分の重さ

AとBのちがい

g→

→ g

＋

→

→

が3つ分の重さ

器の重さ

g

g

Aの重さ

→ 305g

220

55

165

140

④

310g 390g

A B

が1つ分の重さ

AとBのちがい

g→

→ g

＋

→

→

が5つ分の重さ

器の重さ

g

g

Aの重さ

→ 310g

80

40

200

110
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